
項　　　目 金　　額
収益的収入

９億5,967万円
９億2,436万円
3,574万円
４万円

９億9,545万円
営業収益
(内給水収益)
営業外収益
特別利益

収益的支出

純利益

７億7,342万円
5,709万円
０万円

８億3,051万円

１億6,494万円

営業費用
営業外費用
特別損失

項　　　目 金　　額
資本的収入

７億8,770万円
０万円

１億8,733万円

９億7,503万円
企業債
負担金
補助金

資本的支出

不足額

10億1,672万円
３億4,109万円

13億5,781万円

３億8,278万円

建設改良費
企業債償還金

収
益
的
収
支

資
本
的
収
支

項　　　目 金　　額
収益的収入

７億797万円
６億5,127万円
９億5,314万円

387万円

16億6,498万円
営業収益
(内下水道使用料)
営業外収益
特別利益

収益的支出

純利益

13億6,023万円
２億1,972万円

３万円

15億7,998万円

8,500万円

営業費用
営業外費用
特別損失

項　　　目 金　　額
資本的収入

４億9,680万円
1,015万円

２億771万円

７億1,466万円
企業債
負担金
補助金

資本的支出

不足額

２億2,547万円
12億4,531万円

14億7,078万円

７億5,612万円

建設改良費
企業債償還金

収
益
的
収
支

資
本
的
収
支

項　　　目 金　　額
資本的収入

2,300万円
３万円
624万円

2,927万円
企業債
負担金
補助金

資本的支出

不足額

2,411万円
955万円

3,366万円

439万円

建設改良費
企業債償還金

資
本
的
収
支

項　　　目 金　　額
収益的収入

1,229万円
1,772万円
０万円

3,001万円
営業収益
営業外収益
特別利益

収益的支出

純損失

3,586万円
219万円
０万円

3,805万円

804万円

営業費用
営業外費用
特別損失

収
益
的
収
支

42023. 10月号令和４年度登別市の決算状況5 2023. 10月号 令和４年度登別市の決算状況

給水人口
給水戸数
年間給水量

138人
118戸

72,924立方㍍

給水人口
給水戸数
年間給水量

44,219人
21,437戸

3,618,418立方㍍

企業債の残高（令和５年３月31日現在）

※給水人口一人当たり…11万2,767円
49 億 8,645 万円

　水道事業は、市民の皆さんの生活に必要不可欠な水を安全で安定的に供給
することを目的に市が一つの企業として運営しています。事業は、原則、水道
料金収入だけで必要な経費を賄う独立採算制で経営を行っています。
　水道水を作り、家庭などに届けるための費用と水道料金収入などの収支を

表す収益的収支は１億6,494万円の黒字となり、国などからの借入金の今後の元金償還に備えるための減債積立金に
8,247万円、配水管の更新などの施設整備に備えるため建設改良積立金に8,247万円を積み立てる予定です。
　浄水場や配水池、配水管などの整備を行うための支出と、その財源である企業債収入などの収支を表す資本的収支
は、３億8,278万円の不足となりました。不足額は、減価償却費などの内部留保資金（損益勘定留保資金）などで補て
んし、結果、令和４年度の純利益は、１億6,494万円を確保できました。

企業債の残高（令和５年３月31日現在）
1億 9,952 万円

水 道 事 業 会 計

　簡易水道事業は、主に農業活動などを支えるライフラインとして重要な役割
を担っています。北海道や市の営農用水事業を経て、平成８年度からは簡易水
道事業として経営認可を受けて事業運営を行っており、平成31年４月１日から
は市が経営する企業として運営しています。

　簡易水道料金などの収入と簡易水道施設の運転や維持管理などに掛かる費用と簡易水道料金収入などの収支を表す
収益的収支は、804万円の赤字となりました。
　施設の新設や改良、企業債の償還元金などに掛かる支出と、その財源である企業債収入などの収支を表す資本的収支
は、439万円の不足となり、不足額は、減価償却費などの内部留保資金（損益勘定留保資金）などで補てんしました。

簡易水道事業会計

　下水道事業は、市が経営する公営企業として、下水道使用料などの収入で
経費を賄うことを基本とし、雨水の排水など公共性の高い事業に係る経費につ
いては、一定のルールに基づき市税収入などで負担し、経営を行っています。
　下水道管や浄化センターの管理に必要な支出と利用者の皆さんからお支払

いいただく使用料などの収入を経理する収益的収支は、8,500万円の黒字となりました。黒字額については、今後の借
入金返済に備え、減債積立金に全額を積み立てる予定です。
　資本的収支では、中央町地区における雨水浸水対策としての雨水管の新設工事や既設管のたるみが著しい汚水管の
改良工事などの建設改良事業を実施したほか、ストックマネジメント計画に基づき、若山浄化センターの建築設備の
改築更新を行ったことにより、７億5,612万円の不足となり、不足額は、収益的収支における減価償却費など、現金の
支出を必要としない経費によって生じる内部留保資金などにより補てんしました。

下水道事業会計

歳　入 54.0億円 3.4億円 39.7億円 1.1億円 8.6億円

歳　出 49.9億円 3.4億円 38.6億円 1.1億円 8.6億円

収　支 4.1億円 0.0億円 1.1億円 0.0億円 0.0億円

国民健康保険
特別会計会　計 学校給食事業

特別会計
介護保険
特別会計

カルルス温泉スキー場
事業特別会計

後期高齢者医療
特別会計

一般会計 特別会計（学校給食事業）
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自由に使うことができる基金は前年度末に比べ
6.1億円増加市債残高および返済額は前年度に比べ減少

市の借金の状況 市の貯金の状況

　市では、道路や公共施設など、将来にわたって利
用される大規模な施設を整備する時に、国や銀行か
ら長期間で返済する資金を借り入れており、これら
市の借金を市債といいます。
　市の市債残高は、昨年度に比べ5.8億円減少しまし
た。なお、一般会計における返済額（公債費）は
23.4億円となり、支出全体に占める割合は9.8％で、
前年度比で0.3億円減少しました。

　市では、特定の事業に使用したり、財源の調整を
図るため、基金（預金）を積み立てしています。こ
のうち、市の台所事情が苦しい時などに自由に使う
ことができる基金などとして、財政調整基金、減債
基金の一部、北海道市町村備荒資金組合超過納付金
の３種類があります。
　これらの令和４年度末残高は、合計で23.4億円と
なり、前年度末の残高に比べて6.1億円増加しまし
た。一時期の残高が著しく少ない状況からは脱した
ものの、今後の大型事業の計画や人口減少などを踏
まえ、安定的な財政運営を図るため、基金残高の確
保に努めます。

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

市債残高の推移

財政調整基金 減債基金の一部 北海道市町村備荒資金組合超過納付金

保険料や使用料を財源に、国民健康保険や介護保険、
学校給食事業など、特定の事業を行うための会計特別会計

基金残高の推移

228.0億円 228.3億円
222.4億円

217.1億円
211.3億円

8.7億円
6.7億円

9.8億円

17.3億円

23.4億円


